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研究成果の概要（和文）：しつけと虐待の境界に不安を持つ母親を対象にインタビューを行い、その境界の様相
を明らかにした。その様相として特に【母親が感情的になると無意識に押し付けてしまう子どもへのパワー】、
【子どもの属性で異なるしつけ】が抽出された。
またこれらの結果を4コママンガを用いたパンフレットとして作成し、母親と育児支援者への活用を検討した。
育児支援には特に感情や体験をイメージできる4コママンガのパンフレットが有効であり、感情や体験に焦点を
当て教育媒体として活用することが有効であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：To analyze and clarify aspects of the boundary between discipline and abuse 
by mothers raising preschool age children based on analysis of narratives regarding parenting 
behaviors.Semi-structured interviews were conducted on 26 mothers raising preschool-age children 
focusing on the experiences they considered to reflect the boundary between discipline and abuse. 
Interview transcripts were qualitatively analyzed using a modified grounded theory approach.
Categories reflecting aspects relating to the boundary between discipline and abuse were extracted 
as follows: “power to overwhelm the child unconsciously when their mother becomes emotional” and 
“differences in discipline depending on the attributes of the child”. Additional categories 
included “superiority of other people’s appraisal of discipline”; “accumulated fatigue from 
idealized images and responsibilities as a mother”; and “peace of mind to change according to 
surrounding support and mother’s capabilities”. 

研究分野： 母性看護学
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１．研究開始当初の背景 
児童虐待相談対応件数は、調査が始まった

1990 年から年々増加し続け、2012 年には
66,807 件となった。増加し続ける児童虐待の
問題に対処すべく、2000 年には「児童虐待
の防止等に関する法律」が制定され、2004
年には同法を改正し、体制強化を図っている。
しかし、現在も虐待死は毎年 50 人前後が報
告され、相談件数も増加し続けており、解決
には至っていない。 
 被虐待児のリスク因子として、未熟児や発
達遅滞、気質等による育てにくさ（山田ら
2009、高橋 2008）が明らかになっている。
また加害者は多くが実母であり、そのリスク
要因として、核家族などの社会的要因、サポ
ート欠如などの母親へのサポート要因、母親
の精神的問題や未熟さなどの母親自身の要
因（高橋 2008，Norman 2012）があり、そ
れらが複合的に存在することで虐待の発生
につながることが明らかになっている。 
 一方で、それらのリスクを早い段階で発見
し、虐待発生を防ぐための、地域や産科施設
での連携（大友 2013）やリスク要因発見の
ためのツールや尺度の開発も研究が進んで
いる。尺度は日本版エジンバラ産後うつ病自
己評価表の活用（岡野 1996）や、育児スト
レス尺度（手島 2003、清水 2010）、潜在的児
童虐待リスクスクリーニング尺度（花田
2007）などが開発されている。 
一方で、臨床や保健事業の中で“しつけ”と
いう言葉の中に隠れた虐待を疑う事例に出
会うことが少なくない。どのような行動が
“しつけ”とみなされ、どこからが“虐待”
とみなされるのかについて、1029 名を分析
した先行研究（細井 2013）では、「暴力群」
の項目でかなり回答が分散し、母親自身が判
断のつきにくい、曖昧な部分であることが明
らかとなった。また母親の多くが自分たちの
子育てについて“しつけ”なのか“虐待”な
のか、多く悩みが寄せられているとの現状が
あり（金谷 2006）、それらが虐待相談対応件
数の増加につながっている可能性が考えら
れている。明らかに虐待と分かる行為であれ
ば、他者の視点が入ることでそれが阻止でき
ることも多いが、そうでない、しつけか虐待
か、あいまいな部分で、加害者である家族も、
被害者である子どもも犠牲を強いられてい
るのであれば、それらを質的に明らかにする
必要がある。 
 本研究では、研究１として、乳幼児を養育
している母親に対し、しつけと虐待の境界に
ついて、物語られる育児行動に着目して分析
し、明らかにすることを目的とする。同時に、
これらの結果は育児を行うすべての母親に
広く周知する必要がある。そのため、効果的
なパンフレットを作成する。研究 2 として、
まずは研究１の結果から仮パンフレットを
作成し、対象となる学童前児童を養育する母
親を対象に、自記式質問紙によるパンフレッ
トの評価を行い、最終的なパンフレットを作

成する。 
 
２．研究の目的 
本研究における研究１では、乳幼児を養育

する母親が、子どもへのどのような養育行動
をしつけもしくは虐待と認知するのか、物語
られる育児行動の境界を記述することで、育
児不安をおこす養育行動を明らかにするこ
とを目的とした。 
研究２では、しつけと虐待に関する知識の

普及と対応を描写した 4コママンガのパンフ
レットを第１研究から作製し、このパンフレ
ットが母親および母親の支援者の知覚にど
う反映され、育児支援につながるかを検討す
ることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
研究 1 
質的記述的研究デザイン 
乳幼児を養育する母親 26 名を対象に、イ

ンタビューを行い、母親の物語としての文脈
の中から明らかになった、しつけと虐待の境
界に関連した部分を識別して、内容の変化ご
とに、カテゴリーを生成し、相互の関連性を
踏まえながら、母親の個別的な体験としての
しつけと虐待の境界を「体験の本質」として
統合した。 
第２研究 
無記名自記式質問紙を用いた質的内容分析
研究デザイン 
 研究１で明らかになった 21 の概念を四コ
ママンガを用いてパンフレットにし、乳幼児
を養育する母親 16名と母親の支援者 10名を
対象にパンフレットと自記式質問紙を同封
し、回答は NVivo 11 を用いた質的内容分析
を行った。 
 
４．研究成果 
 研究１ 
母親は日頃の育児行動の中で感情の押し

付けと捉えられる状況や子どもの属性によ
って、しつけと虐待の 境界へ変容すると知
覚し葛藤する母親が多く、【母親が感情的に
なると無意識に押し付けてしまう子どもへ
の パワー】と【子どもの属性で異なるしつ
け】の両カテゴリーが特にその葛藤の様相を
生み出していた。この 二つのカテゴリーは
境界から虐待寄りに位置づけられた。母親は
【しつけに対する他者評価の優位性】を重 
視するあまり、【理想の母親像や母親として
の責任感から蓄積する疲弊】を経験していた。
これら二つのカテゴリーは前述した境界か
ら虐待寄りの二つのカテゴリーと相互に影
響していた。また母親の育児行動の基盤とし
て【周囲の支援や母親自身の力によって変化
する心の余裕】が抽出された。このカテゴリ
ーは母親自身が持つサポートや能力の有無
が、しつけが虐待へ移行するかどうかの変化
を生み出すことからすべてのカテゴリーに
影響し、しつけにも虐待にもなりうる育児行



動全体に影響を及ぼしていた。 
 しつけと虐待の境界の様相では、感情
優位となった時に子どもへのパワーが生
じること、境界は子どもの属性で異なる
ことが明らかになった。母親は他者評価
を重視し、理想や責任感から疲弊してい
た。また母親の余裕はサポートや母親自
身の力によって左右された。感情のコン
トロール法や知識の提供、母親への評価
的的サポート、コミュニティ拡大への支
援、有効な社会資源の提供が示唆された。 
 
表 1 しつけと虐待の境界を校正するカテゴリーとその

内容 

 
研究２ 
 母親の自由記述から【しつけと虐待の境界へ
の理解】、【育児経験への共感】、【母親を取り巻
く環境と支援の重要性】、【今後に望む育児支援】
の 4つのカテゴリーが抽出された（表１）。【し
つけと虐待の境界への理解】では、４つのサブ
カテゴリーが抽出され、4 コママンガのパンフ
レットからどのような時にしつけが虐待にリン
クしやすいかを認識・理解したことが明らかに
なった。【育児経験への共感】では 4つのサブカ
テゴリーが抽出され、知識だけでなく感情や体
験に特化した育児経験の認識・理解が深まった
ことが明らかになった。【母親を取り巻く環境と
支援の重要性】では 2つのサブカテゴリーが抽

出され、母親の孤独が育児に影響を与える状況 
などへの認識が深まっていた。【今後に望む育児
支援】では４コママンガに対する要望として具
体的な提示の必要性を認識していた。母親が記
入した単語を Nvivo の頻出語クエリで検索し
た結果、もっとも多い単語は“子ども”であり、
次が“自分”だった。 

     図１ 母親の頻出語クエリ 
 
支援者からは【妻に対する理解といたわり

の知覚】、【責任を自覚しつつ育児を遠巻きに
眺める】、【今後に望む育児支援】の 3つのカ
テゴリーが抽出された（表 1）。【妻に対する
理解といたわりの知覚】では 2つのサブカテ
ゴリーが抽出され、妻に対するサポートの必
要性の認識が深まっていた。【責任を自覚し
つつ育児を遠巻きに眺める】では、当事者意
識が母親に比べて薄いことが明らかになっ
た。【今後に望む育児支援】では父親として
の育児役割への認識と共に、父親自身の働き
方を改善する必要性への認識の深まりが明
らかになった。支援者が記入した単語の頻出
語クエリは、もっとも多い単語が母親と同じ
く“子ども”であったが、次に多い単語は“母
親”であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
母親と支援者は特に感情や体験をイメー

ジできる4コママンガのパンフレットが有効
であることが明らかになった。一方で知識や
情報だけを与えても印象には残らず、今後は
感情や体験に焦点を当てた、視覚で訴えるこ
とのできる４コママンガの活用が有効であ
ることが示唆された。 
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